
 

 

２０２３年２月８日 

 

＜ご参考＞ 

 

三菱ＵＦＪニコス、クレジットカード不正使用検知システムにＡＩ導入 

～日々変化する不正手法を自動で機械学習、最新手口への柔軟・スピーディな対応へ、２月９日から～ 

 

三菱ＵＦＪニコスはこの度、クレジットカード不正使用被害の抑止を目的に、ＭＵＦＧカード（三菱ＵＦＪ   

カード含む）、ＤＣカード、ＮＩＣＯＳカードの不正使用検知システムへのＡＩ（人工知能）導入を決め、株式会

社ＰＫＳＨＡ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（パークシャテクノロジー、本社：東京都文京区、代表取締役社長：上野山勝也、

以下「ＰＫＳＨＡ」）によるＡＩソリューション「ＰＫＳＨＡ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ（パークシャ・セキュリティ）」の取り扱いを２月

９日から開始します。  

 

今回のシステムは、ＰＫＳＨＡ独自のＡＩアルゴリズムを運用・サポートするＳＣＳＫ株式会社（本社：東京

都江東区、代表取締役 執行役員 社長 最高執行責任者：當麻隆昭）が三菱ＵＦＪニコスの不正使用検知

システム向けにカスタマイズしたものです。ＡＩを活用し、日々変化する不正使用の手法を自動で学習し続

けることで、最新の手口にも柔軟・スピーディに対応し、不正検知の精度を一層向上させるものです。 

 

近年、クレジットカード取引における不正使用の手法は著しく多様化・高度化しています。国内の      

クレジットカード発行会社の不正使用被害額は２０１４年以降増加傾向、２０２１年は過去最悪の３３０億円*、

２０２２年は１-９月累計で３０９．２億円*（前年同期比１．３倍）で推移するなど高止まりが続いている状況です。  

＊一般社団法人日本クレジット協会（ＪＣＡ） ２０２２年１２月「クレジットカード不正利用被害の発生状況」より 

 

当社は今後も、クレジットカード決済のセキュリティを一層高め、会員が安全・安心・快適にクレジットカー

ドを利用できる環境整備に注力していきます。 

 

＜「ＰＫＳＨＡ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ」の概要＞ 

・過去の不正・犯罪検知プロジェクトでＰＫＳＨＡが蓄積した知見・実績を集約させた不正・犯罪検知ソリュ

ーション 

・ＰＫＳＨＡ独自のＡＩアルゴリズム「トレンド追従型アルゴリズム」が、日々変化する不正手口のパターンを

自動学習し、不正検知を高度化 

・本プログラムをクレジットカードの不正使用検知システムと連携させることで、いち早く最新の不正手口

への対応が可能。従来は見分けることのできなかった不正使用を高い精度で検知 

 

以上 

 

 

 


